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議案第１号

【まえがき】	
　本会は、管理栄養士・栄養士によって組織されており、県民の健康づくりに貢献する職能団体として、
その使命は、栄養と食の専門職として、県民の全てのライフステージにおいて栄養改善、健康の保持増進、
生活習慣病の予防・改善に努めることにある。よって、管理栄養士・栄養士の社会的使命はますます高ま
りをみせ、担うべき業務もより複雑・困難になりつつある中、その使命の達成に向けて努力することが求
められる。厚生労働省が実施する健康日本21（第三次）によると、「平均寿命」「健康寿命」ともに年齢的
改善はみられるものの、全国最下位及び下位である。この結果からも全国との健康格差が縮まらない状況
であり、今後も更なる健康寿命延伸も含めた短命県返上が最重要課題ととらえている。これらの課題の解
決のために、「第三次青森県健康増進計画」を推進し、県民の健康づくりを県民一人ひとりはもちろんの
こと、あらゆる健康に関わる組織団体と連携し、継続した支援や啓発をしていくことが最重要と考えてい
る。
　本会は、管理栄養士・栄養士が、全ての人びとの「自己実現を目指し健やかによりよく生きる」とのニー
ズに応え、保健・医療・福祉及び教育等の分野において、専門職業人としての倫理と科学的かつ高度な技
術に裏付けられた「食」と「栄養」の指導をとおして、県民の公衆衛生の向上に寄与することを事業目的
としている。
　
【事業の概要】
　今年度も、公益社団法人として広く会員の学びや交流の機会を設けることを目的とし、本部、地区、職
域開催の研修等において、会場開催を主軸に、また必要に応じてオンラインを並行して運用し、定時総会
はじめ全ての研修会、会議等を開催することができた。今年度５回目となる秋の研修会は、全て対面で各
職域が一堂に会した自己研鑽と会員増を目的として開催し、顔の見える研修会に約80名が集まった。
　また県民に向けた重点事項としては、「健康啓発」をテーマに、各地区開催で行われる「健康まつり」を
とおし、「食の大切さ」「減塩の必要性」「フレイル予防」等について継続して健康啓発を行った。また、栄
養の日・栄養週間」では、地域での会員の活動をとおして、県民に向けて「食・栄養」の大切さを伝える
ことができた。
　今後増大する在宅療養者への対応として、地域における在宅医療・介護の連携推進を掲げ、地域包括支
援に管理栄養士・栄養士が携わる上で、多職種との連携かつ適切な栄養管理が実践できる人材育成を進め
るため今年度も研修会を開催した。また県内各地で行われる地域ケア会議等の施策に積極的な参加、高齢
者を対象としたフレイル予防として地域住民のつながり・交流の場である「つどいの場」に積極的な支援
をすすめるなかであおもり栄養ケア・ステーションを中心に低栄養予防にも努めてきた。
　また、近年多発する自然災害により、余儀なく避難される被災者で要配慮者への食支援活動として、日
本栄養士会の「ＪＤＡ - ＤＡＴ」活動に加勢し「ＤＡＴあおもり」の活動としては、組織強化や、またリー
ダーやスタッフが被災地において迅速な支援ができるように、実践に則した内容の研修会を３県合同で開
催した。さらに要配慮者への特殊栄養食品ステーション食品の見直し、また今年度は県との「災害時にお
ける栄養・食生活支援活動に関する協定書」を締結するに至った。
　また、国民スポーツ大会（国スポ）および全国障害者スポーツ大会（障スポ）では、本県栄養士会とし
て各種委員会に加わり積極的な協力をし、大会の成功裡へ寄与してきた。会員からは国スポ・障スポレシ
ピを募り、その内容を広く公表し、アスリートの食と栄養に貢献した。
　また組織の基盤である会員増に向けても、養成校への栄養士会説明セミナーや非会員へ研修会の開催案
内や、入会を促す等、積極的に取り組んだ。
　　

令和７年度　事業報告
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公益目的事業　「県民の栄養改善、疾病予防及び健康増進を図るための普及啓発及び管理栄養士・栄養士の
資質向上に関する事業」
　＜事業の目的＞　
　　　近年、少子高齢化や核家族化の急速な進展に伴い、肥満傾向の子どもの割合が全国で最も高く、将
来の生活習慣病の要因に挙げられている。一方、高齢者ではフレイルによる寝たきりなどの介護状態
に陥る方も多く、食事の摂り方など食生活の面での課題が指摘されている。そこで管理栄養士及び栄
養士がそれらの課題に適正に対応し、県民の栄養改善、疾病予防及び健康増進が図られるよう、普及
啓発と管理栄養士・栄養士の資質向上に関する事業を行うことを目的とするものである。

　＜事業の内容＞　　　
　　１．管理栄養士・栄養士の資質向上のための研修事業
　　　　　管理栄養士・栄養士が行う栄養指導・助言の質を高めるため、管理栄養士・栄養士の知識や技

術向上に関する研修会等を開催した。
　　１－１　栄養学術研究会
　　　　　管理栄養士・栄養士及び栄養に関心のある県民が一堂に会し、広く健康と栄養または食に関す

る知識を得ることを目的に、栄養学術研究会は、春季と秋季（秋の研修会）を開催し、春季は市
民公開講座、特別講演、一般演題を軸に、秋季は学術講演、職域研修会を軸とした、より充実し
た研修内容を盛り込み開催した。

　　　●春季の参加者は、特別講演74名、市民公開講座73名であった。　
　　　　５月31日　リンクステーションホール青森　４階小中会議室
　　　　・特別講演「これからの栄養問題と管理栄養士・栄養士の役割」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人　日本栄養士会　代表理事会長　中村　丁次　氏
　　　　・市民公開講座「一目で伝わる！チラシや資料の作り方」
　　　　　　　　　　青森大学客員教授　青森県立保健大学　非常勤講師・客員研究員　竹林　正樹　氏
　　　　・一般演題　６題発表
　　１－２　生涯教育研修会　
　　　　　管理栄養士・栄養士が常に最新の知識や技術を学び得るための研修会をオンライン中心に会場

とハイブリットで開催した。申込み者は延べ1121名で、受講者は延べ831名（集合239名、オンラ
イン592名）であった。

　　　●６月14日　青森県立保健大学　C棟３階　N講義室２およびオンライン
　　　　　①　食に関連した事業継続計画（BCP）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者39名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前医療福祉大学短期大学部　准教授　中村　直樹　氏
　　　　　②　③日本人の食事摂取基準2025年度版について　　　　　　　　　　　　　　延受講者240名

東京大学　名誉教授　佐々木　敏　氏
　　　●７月12日　リンクステーションホール青森　４階小会議室およびオンライン
　　　　　④　幼児の野菜摂取量を増やすためのアプローチ　　　　　　　　　　　　　　　受講者58名
　　　　　　　　　　　　　　　相模女子大学　栄養科学部　健康栄養学科　特任教授　堤　ちはる　氏
　　　　　⑤　栄養指導で根拠のない食や健康の情報に出会ったら　　　　　　　　　　　　受講者79名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢青陵大学　総合情報センター　准教授　山本　輝太郎　氏
　　　　　⑥　ジュニアアスリートのための栄養教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者58名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわてスポーツ栄養研究会　代表　吉岡　美子　氏
　　　●８月24日　リンクステーションホール青森　４階小会議室およびオンライン
　　　　　⑦　障害のある子どもたちの偏食・拒食・肥満への対応　　　　　　　　　　　　受講者52名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひまわり歯科　管理栄養士　藤井　葉子　氏
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　　　　　⑧　続・検査値から推測する栄養・食事の問題　　　　　　　　　　　　　　　　受講者92名
豊田厚生病院　栄養管理室　栄養管理第１課長　森　茂雄　氏

　　　　　⑨　栄養素の消化と吸収、（代謝）～炭水化物～　　　　　　　　　　　　　　　　受講者41名
青森中央短期大学　食物栄養学科　教授　棟方　秀和　氏

　　　●９月20日　リンクステーションホール青森　４階小会議室およびオンライン
　　　　　⑩　在宅栄養の支援　認定栄養ケア・ステーションの活動　　　　　　　　　　　受講者34名

　はらぺこスパイス　管理栄養士　奥村　圭子　氏
　　　　　⑪　根拠に基づいた栄養管理　臨床栄養（糖尿病・代謝疾患）　　　　　　　　　　受講者80名
　　　　　　　　　　　　　　　　関西電力病院　疾病栄養治療センター　管理栄養士　國枝　加誉　氏
　　　　　⑫　研究データを基にした時間栄養学の大切さのお話　　　　　　　　　　　　　受講者58名
　　　　　　　　　　　　　　　　柴田学園大学　生活創生学部　健康栄養学科　教授　前田　朝美　氏
　　１－３　栄養ケア活動支援整備事業
　　　　　地域包括支援システムへ管理栄養士・栄養士が参画し、栄養ケアを充実させるための研修会と

して栄養ケア・ステーションスキルアップ研修会を開催した。
　　　　・10月26日「地域　薬局におけるAI を活用した栄養相談事例と未来展望について」
　　　　　　　　　　　　　　「自治体事業所、施設との契約業務の活動紹介について」　　　参加者18名
　　　　・12月１日～１月31日「TNT-Geriatric　for　Dietician（TNT-Geri-D）」を用いた eラーングによ

り、自宅や職場等で空いた時間を利用して、自己研鑽ができる研修会を開催した。参加者６名
　　１－４　初任者研修会
　　　　　管理栄養士・栄養士として初任者に対して仲間の技術的サポートと業務の検証を目的に、先輩

管理栄養士によるレクチャーや相談会でのスキルアップ研修会を開催した。
　　　　　　　　　　　11月15日　会場：青森ワ・ラッセ　　　　　　　　　　　　　　　　参加者５名
　　１－５　各地区および職域会が企画運営する研修会
　　　　　各地区および各職域で行う研修会で、より地域性、専門的な研修をテーマとし集合とオンラン

のハイブリットなどで開催した。
　　　　　青森地区　　２月28日　かねさ味噌にて「味噌作り体験」と「カフェにて軽食会」参加者７名
　　　　　弘前地区　　４月26日「まずはここから！水分・電解質管理のポイント
　　　　　　　　　　　　　　　　　フィジカルアセスメントから検査値の見方まで」　　　

参加者487名（会場31名、Web456名）
　　　　　　　　　　　12月20日「学会分類2021の徹底解説」
　　　　　　　　　　　　　　　　「管理栄養士と学ぶ介護食教室」の開催の経験から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～その他の活動紹介～　　　　　　　　　　参加者46名
　　　　　八戸地区　　７月５日「栄養価を下げずに嚥下調整食を美味しくアップデートしませんか
　　　　　　　　　　　　　　～ミキサー食の新調理　加水ゼロ式調理法を用いて～」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者27名（非会員５名）
　　　　　　　　　　　11月29日「MCTの最新情報～「肥満」から「痩せ」まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべての方に役立つMCTの機能」
　　　　　　　　　　　　　　　　「子ども食堂の必要性」　　　　　　　　　　参加者19名（非会員２名）
　　　　　上十三地区　６月28日「デザインツールや SNS を活用して専門職の情報発信手段を学ぼう
　　　　〜Canva（グラフィックデザインツール）を使ったフリーペーパーの作成・Instagramの投稿〜」

　　　参加者16名（非会員２名）
　　　　　　　　　　　９月27日「天然酵母でベーグルづくりワークショップ」参加者10名（非会員２名）
　　　　　　　　　　　２月21日「コーヒーワークショップ（産地別飲み比べとオリジナルブレンド体験）」

参加者10名（非会員１名）
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　　　　　五所川原地区　11月14日「冷凍食品の基礎知識」　　　　　　　　　　参加者26名（非会員17名）
　　　　　むつ地区　　７月27日「発酵美人インストラクターに学ぶ発酵調味料の作り方」

参加者10名（非会員１名）
　　　　　医療職域　　２月28日「これからの栄養食事指導を考えよう」　　　　　　　　　　参加者33名
　　　　　研究教育職域　１月31日「科研費以外の研究費獲得方法について」　　　　　　　　　参加者20名
　　　　　福祉職域　　２月12日「食べづらさに寄り添う
　　　　　　　　　　　　　　　～偏食・丸飲み・こだわり行動から見える支援のヒント～」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者25名（非会員12名）
　　　　　　　　　　　３月14日「看取りケア期の栄養管理
　　　　　　　　　　　　　　　～これでいいの？迷ったことはありませんか～」

参加者28名（非会員８名）
　　１―６　秋の研修会
　　　　　春の学術研究会同様集合型で開催し、各職域セミナーを軸に開催した。
　　　　　10月18日　アピオあおもり２階イベントホール他、参加者は学術講演79名（内非会員19名）、各

職域セミナー 60名（内非会員19名）であった。
　　　　　　　学術講演　「宇宙食の現状と災害食への活用」（試食あり）

　　宇宙航空研究開発国（JAXA）社友　中沢　孝　氏
　　　　　　　各職域セミナー（前半の部）
　　　　　　　　・医療、福祉：合同シンポジウム「私たちこんなことで困っています
　　　　　　　　　　　　　　　　　～連携の壁だけじゃない。物価高騰の影響で現場が今、大変です～」
　　　　　　　　・学校健康教育、公衆衛生：「日本人の食事摂取基準（2025年版）」（Web）

　女子栄養大学　栄養学部　教授　石田　裕美　氏
　　　　　　　　・フリーランス・栄養関連企業等：「特定保健指導の活動紹介と実践のためのワーク」
　　　　　　　　　　　　　　　有限会社テック　テック認定栄養ケア・ステーション　武井　秀貴　氏
　　　　　　　　・研究教育：自由集会
　　　　　　　各職域セミナー（後半の部）
　　　　　　　　・医療、福祉：グループワーク「現場のリアルを共有し、新しい気づきとつながりがきっと
　　　　　　　　　　　　　　　あなたの力になります」　
　　　　　　　　・フリーランス・栄養関連企業等：情報交換「フリーランスの現場について」
　　　　　　　　・研究教育、学校健康教育、公衆衛生：自由集会
　　１－７　栄養ケア・ステーションスキルアップ研修会
　　　　　10月26日　リンクステーションホール青森にて「地域　薬局におけるAI を活用した栄養相談事

例と未来展望について」、「自治体事業所、施設との契約業務の活動紹介について」学んだ。
　　　　　また、栄養CSの活動について地区ごとのグループで懇談会を行った。　　　　　参加者18名
　　１－８　その他委託事業等で行う研修会等　
　　　　　県委託事業は、契約形態を変え、社員の食生活改善セミナーを10回行った。
　　　
　　２．普及啓発事業
　　　　　県民の生涯を通じた健康づくりの実践、生活習慣病の疾病予防策等に関して調査研究するとと

もに、以下により管理栄養士・栄養士の活動ＰＲと、県民の栄養改善、疾病予防及び健康増進に
関する普及啓発に取り組むとした。

　　　　「健康日本21（第三次）」、「第三次青森県健康増進計画」の普及推進等や、本会が行う健康啓発事
業、食育活動などが該当する。

　　２－１　栄養相談対応事業　
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　　　　　メールにて、県民からの栄養に関する相談を受付け、本会の管理栄養士又は栄養士が適切な指
導・助言を行った。

　　　　　また、毎年度各市町村が主催する健康まつり等のイベントにおいては、青森地区、弘前地区、
八戸地区、上十三地区、五所川原地区にて開催され、各々の地区で食に関するテーマを設け、栄
養相談やパネル展示等で健康に対する普及啓発を行った。

　　　　　・栄養相談対応事業　　ホームページを利用し、広く県民からの栄養・食事相談に対して適切
に対応した。

　　　　　　ホームページ　（随時）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２件
　　　　　・「健康日本21（第三次）」、「第三次青森県健康増進計画」普及推進事業
　　　　　　７月13日　弘前市健康まつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者500名
　　　　　　９月27日　五所川原市認知症フォーラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者510名
　　　　　　９月28日　八戸市健康フェスタ2025　　　　　　　　　　　　　参加者227名、栄養相談19名
　　　　　　10月11日　あおもりQOL健診フェア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者35名
　　　　　　10月19日　十和田市南コミュニティーセンターまつり　　　　　　　　　　　　参加者60名
　　　　　　11月２日　東北町健康福祉まつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者120名
　　　　　　11月22日　黒石市健康まつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者330名
　　　　　　11月30日　横浜町健康フェスタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者100名
　　　　　　２月７日　平川市なんでも相談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養相談８名
　　２－２　管理栄養士・栄養士派遣事業（栄養ケア・ステーション含む）　
　　　　　本会会員の中で一定要件（生涯教育研修会受講済み等）を満たして、講師派遣登録している会

員を、各種団体が行う講演会、研修会等における栄養改善に関する講師等として派遣した。
　　　　　また、各種団体との委託契約に基づき、本会会員の管理栄養士又は栄養士を派遣し、栄養相談

を受け、栄養ケアや保健栄養指導等の適切な指導・助言を行った。また各種健康増進事業に協力
した。

　　　　　　・青森市特定保健指導　　対象者２名
　　　　　　・アスリートプログラムサービス　　35回　対象者270名
　　　　　　・花王内臓脂肪測定　　11回
　　　　　　・地域ケア会議　　37件
　　　　　　・平川市通所型サービスC　６回　　対象者20名
　　　　　　・青森市低栄養防止事業　　対象者13名
　　　　　　・蓬田村低栄養予防事業　　対象者６名
　　　　　　・東北町乳幼児健診に関する栄養指導　　５回
　　　　　　・東北町糖尿病予防・重症化予防栄養指導業務　　12回
　　　　　　【紹介事業】
　　　　　　・診療所栄養指導　　186回
　　　　　　・青森市民大学講座　　６回　　県民講座　　１回
　　　　　　・青森市乳幼児健康審査　　141回
　　　　　　・蓬田村乳幼児健康診査　　　５回
　　　　　　・認知症グループホーム栄養管理体制加算　３施設　36回
　　　　　　・障害福祉サービス等食事提供体制加算　　５施設
　　２－３　情報提供事業
　　　　　　１．５月31日　リンクステーションホール青森において一般県民を対象とした市民公開講座

を開催した。
　　　　　　　「一目で伝わる！チラシや資料の作り方」
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　　　　　　　　　　青森大学客員教授　青森県立保健大学　非常勤講師・客員研究員　竹林　正樹　氏
　　　　　　２．ホームページ・広報誌におけるヘルシーレシピや減塩レシピの紹介、国スポ・障スポア

スリートレシピの紹介、研修会の開催情報などを県民および会員に対し情報提供の充実を
図った。

　　　　　　・広報誌「EIYO　AOMORI  21」を８月１日、２月１日に発行した。　
　　　　　　・ホームページの充実　　各種情報の迅速な掲載に努めた。
　　　　　　３.「栄養ワンダー 2025」のイベントへの参画
　　　　　　　　「栄養の日・栄養週間」に合わせて開催し、県民に向けて栄養の重要性と管理栄養士・栄

養士の認知度アップに努めた。
　　　　　　４．SNS 等の活用
　　　　　　　　会員へ研修会開催案内やタイムリーな情報提供を行うため、SNS 等を取り入れ情報発信

した。

その他の事業（相互扶助等事業）
　　１．会員向け研修会の開催　　
　　　各地区、各職域で会員の交流や会員増を目的として、オンラインも取り入れて情報交換会や意見交
換会を開催した。

　　２．SNS 等の活用（再掲）
　　　会員へ研修会開催案内やタイムリーな情報提供を行うため、SNS 等を取り入れ情報発信した。
　　３．ＤＡＴあおもりスタッフ育成研修会（青森、岩手、秋田の北東北合同）（再掲）　
　　　今年度は９月28日、盛岡アイーナにて北東北で合同スタッフ育成研修会を行い、５名がスタッフと
して登録された。

　　　２月22日は、日本栄養士会の災害訓練に合わせてＤＡＴあおもりスタッフで県栄としてDiMS 等の
連絡訓練を行った。

　　４．国スポ・障スポ
　　　2026年国スポおよび障スポ開催へ向けて本県栄養士会として積極的な協力を行い、各市町村の競技
開催地でのアスリートおもてなしメニューの支援・協力を行った。　

管理事業　本会は、公益目的事業を実施する団体であり、法人運営は目的を達成する基盤として、責任あ
る執行、健全な財務運営にある。令和７年度も適切な法人運営を行った。

　　１．定時総会　
　　　　（１）日　時：５月31日　13：15 ～ 13：50　
　　　　（２）場　所：リンクステーションホール青森４階中会議室
　　　　（３）議案事項：令和６度事業報告・収支決算の件
　　　　（４）協議事項：令和７年度事業計画及び予算について
　　　　（５）総会出席者67名　委任状237名　
　　２．理事会　
　　　　第１回　理事15名出席、監事２名出席
　　　　（１）日　時：４月19日　13：00 ～ 16：30
　　　　（２）会　場：リンクステーションホール青森４階小会議室１
　　　　（３）議　案：〔報告事項〕
　　　　　　　　　　１．令和６年度監査について
　　　　　　　　　　２．各部会・各地区会・各職域会報告　
　　　　　　　　　　３．厚生労働大臣表彰および県知事表彰について
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　　　　　　　　　　４．その他（認定栄養CSの認定、田辺三菱製薬さんからの情報提供）
　　　　　　　　　　〔協議事項〕
　　　　　　　　　　１．令和６年度事業報告および決算について
　　　　　　　　　　２．令和７年度定時総会並びに栄養学術研究会について　
　　　　　　　　　　３．令和７年度生涯教育研修会について　
　　　　　　　　　　４．秋の研修会について
　　　　　　　　　　５．国スポ・障スポレシピコンテスト
　　　　　　　　　　６．会員増対策について
　　　　　　　　　　７．その他（熱中症対策アンバサダー）
　　　　第２回　理事16名出席（内オンライン３名、理事代理１名）、監事１名出席
　　　　（１）日　時：６月７日　13：10 ～ 16：30
　　　　（２）会　場：リンクステーション青森３階小会議室４
　　　　（３）義　案：〔報告事項〕
　　　　　　　　　　１．第１回諮問会議について
　　　　　　　　　　２．青森県栄養士会定時総会ならびに栄養学術研究会報告
　　　　　　　　　　３．各部会・各地区会・各職域会報告
　　　　　　　　　　４．職務執行状況および外部委員会の報告
　　　　　　　　　　〔協議事項〕
　　　　　　　　　　１．令和７年度事業について
　　　　　　　　　　　　（栄養ケア活動支援整備事業、ＤＡＴあおもり等）　　
　　　　　　　　　　２．秋の研修会について
　　　　　　　　　　３．国スポ・障スポレシピコンテスト
　　　　　　　　　　４．研修管理システム（manaable）について
　　　　　　　　　　５．会員増について　　
　　　　　　　　　　６．その他（生涯教育の Zoom使用について）　
　　　　第３回　理事16名出席、監事１名出席
　　　　（１）日　時：９月６日　13：00 ～ 16：30
　　　　（２）会　場：青森県労働福祉会館　中会議室AB
　　　　（３）議　案：〔報告事項〕
　　　　　　　　　　１．日本栄養士会定時総会報告
　　　　　　　　　　２．北海道・東北地区栄養士会長会議報告
　　　　　　　　　　３．大規模地震時医療活動訓練について
　　　　　　　　　　４．各部会・各地区会・各職域会報告
　　　　　　　　　　５．職務執行状況および外部委員会の報告
　　　　　　　　　　６．その他（コンディショニング会議 in 青森）
　　　　　　　　　　〔協議事項〕
　　　　　　　　　　１．令和７年度事業について（国スポ・障スポレシピコンテスト、秋の研修会、栄

養ケア活動支援整備事業、栄養士会説明セミナー、ＤＡＴあおもりなど）
　　　　　　　　　　２．会員増対策について
　　　　　　　　　　３．市町村行政栄養士配置要望活動について
　　　　第４回　理事18名出席（内理事代理１名）、監事１名出席
　　　　（１）日　時：12月13日　13：00 ～ 16：30
　　　　（２）会　場：青森県観光物産館アスパム　９階南部
　　　　（３）議　案：〔報告事項〕
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　　　　　　　　　　１．生涯教育研修会について
　　　　　　　　　　２．秋の研修会について
　　　　　　　　　　３．初任者研修会について
　　　　　　　　　　４．中間監査について
　　　　　　　　　　５．各部会・各地区会・各職域会報告
　　　　　　　　　　６．職務執行状況および外部委員会の報告
　　　　　　　　　　〔協議事項〕
　　　　　　　　　　１．今後の事業について
　　　　　　　　　　　　（栄養士会説明セミナー、栄養ケア活動支援整備事業、ＤＡＴあおもり、次年度

の生涯教育研修会、広報・インスタ等のルール、次年度事業および予算、次年
度栄養学術研究会）

　　　　　　　　　　２．国スポ・障スポレシピコンクール審査
　　　　　　　　　　３．その他（栄養メモ、日本栄養士会事業推進委員会候補者の推薦について）
　　　　第５回　理事　14名出席（内オンライン参加者１名、理事代理１名）、監事１名出席
　　　　（１）	 日　時：３月７日13：00 ～ 16：30
　　　　（２）	 会　場：リンクステーションホール青森４階小会議室１
　　　　（３）	 議　案：〔報告事項〕
　　　　　　　　　　１．日本栄養士会第２回諮問会議報告
　　　　　　　　　　２．ＤＡＴあおもり活動報告
　　　　　　　　　　３．各部会、各地区、各職域会報告
　　　　　　　　　　４．職務執行状況および外部委員会の報告
　　　　　　　　　　　　〔協議事項〕
　　　　　　　　　　１．令和８年度事業計画について
　　　　　　　　　　２．令和８年度事業予算について
　　　　　　　　　　３．令和８年度定時総会並びに栄養学術研究会について
　　　　　　　　　　４．令和８年度情報交換会について
　　　　　　　　　　５．令和８年度生涯教育について
　　　　　　　　　　６．秋の研修会について
　　　　　　　　　　７．令和８年度顕彰候補者について
　　　　　　　　　　８．役員改正について
　　　　　　　　　　９．会員増対策について
　　　　　　　　　　10．その他（令和８年度理事会日程について）
　　３．栄養士会説明セミナー
　　　　　会員増対策のため、各養成校において栄養士会説明セミナーを卒業予定学生に対し実施した。

日本栄養士会パンフレットおよび青森県栄養士会パンフレットの資料を基に三役による栄養士会
の目的等を情報提供し、また各養成校の卒業生による体験談を交えセミナーを行った。

　　　　　11月７日　青森県立保健大学卒業予定者　　　　32名
　　　　　12月３日　柴田学園大学短期大学部卒業予定者　20名
　　　　　１月20日　青森中央短期大学卒業予定者　　　　42名　　
　　　　　３月12日　柴田学園大学卒業予定者　　　　　　36名


